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2024 年の 
5 つのトレンドを考える
本レポートは、IBM Institute for Business Value の「5 つのトレンド」
レポートの第 5 弾である。各レポートでは、次の 12 カ月の間にビジネス
に大きな影響をもたらすと予想される重要な機会や概念について特定を
試みている。
 
そうしたトレンドの中で、ビジネス・リーダーはさらなる長期的な視野
でものごとを見つめ、投資対象を決定しなければならない。以前、発表
した関連レポート「成長を賭けた 7 つの決断」では、7 つの長期的トレ
ンドと、それらを機会として活用するために経営幹部ができる「賭け」
に焦点を当てた。
そこでは生成 AI から量子力学、サステナビリティーからデザイン・リー
ダーシップ、さらには新しい働き方からサプライチェーンのレジリエン
スまでを広く取り上げ、今後数年間でこれらのトレンドが展開されてい
く中で、経営層が知っておくべきこと、および実行すべきことを紹介した。
詳細については、「成長を賭けた 7 つの決断」のページを参照されたい。

https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/report/seven-business-bets
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AI などのインテリジェントなマシンは、
日々自律性を増している。 
それらに対応するためには、 
どうバランスを取ればよいだろうか？

その答えは、 
信頼の確保だ。
具体的には、データから人、 
マシンからオペレーティング・ 
モデルに至るまで、 
あらゆるものに信頼を 
組み込むのである。

信頼は貴重な 
必需品の 1 つ

人間とテクノロジーのつながりがますます
強まる中、何に信頼を置くのかについて慎
重になるのは賢明なことだ。実際、信頼は
ビジネスにおける重要な差別化要因である。
なぜそのようなことを言いきれるのかとい
うと、経営層の 81% が、自社を他社と差
別化をする上で欠かせない要素としてセ
キュリティー、保証、そして信頼を挙げて
いるからだ。1

ところが、経営層は信頼の重要性を認識し
ているものの、信頼を獲得し、維持するこ
とに苦戦している。自社がデータのセキュ
リティーとプライバシーに関し、ステーク
ホルダーが求める情報を正確かつ完全に報
告できていると答えた CEO は 55% にとど
まる。2

この問題は、消費者に対しても同様の傾向
にある。例えば、企業のサステナビリティー
を信頼していると答えた消費者は 20% し
かおらず、2021 年の約 50% からその割合
を減らしている。3

こうした中でも、ブランドを選ぶ際に信頼
が最も大きな判断要因であると答えた消費
者は 90% もいた。4

2024 年：マシン・ 
インテリジェンスが 
信頼を高める
年により、特定の事象が盛り上がることが
あれば、低迷することもあり、また収束す
ることもある。例えば 2008 年には、住宅
ローン問題が世界的な金融危機を引き起こ
した。また 2020 年には、コロナウィルス
が世界中でまん延し、膨大な数の人命を奪
い、世界経済に 12 兆ドル以上の損害を与
えた。5 そして 2023 年、生成 AI が仕事の
性質や働き方に変革をもたらし、多くの人
が将来の雇用の確保に不安を抱くように
なった。信頼はどの時代においても重要で
あるが、今のような混乱の時代においては
なおさら重要である。

当社の調査結果から予見すると、2024 年
はビジネス・リーダーがテクノロジーと信
頼とのバランスを取らなければならない年
となるだろう。もちろん、組織のあらゆる
側面において、信頼が重要であるという考
えは、別段新しくもない。しかしながら、
生成 AI、世界の不確実性、競争の激化、次々
と台頭するエコシステムにより、信頼を維
持することはこれまで以上に難しくなって
いる。
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2024 年 
5 つのトレンド：

トレンド 1

「AI を追加する」から 
「AI から始める」へと変わる 

組織が増えている。
AI への信頼

生成 AI は、信頼できるものなのだろうか。 
できるとすれば、どの分野に対してどの程度 
信頼できるだろうか。

トレンド 2

AI を使わない人は、AI を使う 
人に取って代わられる。
チームへの信頼

日々のビジネス・プロセスにおいて、AI は
新しいチームメイトのように、職場に入り 
込んできている。従業員が AI を信頼できる
ようにするために、何ができるだろうか。

トレンド 3

IT 部門だけでなく経営層も
データを扱うことがますます 
求められている。
データへの信頼

自社のデータの正確性とセキュリティーは 
信頼できるだろうか。

トレンド 4

オペレーティング・モデルは 
壊れないような柔軟性が 
必要である。
オペレーティング・モデルへの信頼

自社のシステム、プロセス、戦略は 
信頼できるだろうか。

トレンド 5

エコシステムはもはや戦略の一部 
ではなく、戦略そのものである。
パートナーへの信頼

顧客エンゲージメントと価値創造において、 
エコシステムが中心的な存在となりつつ 
ある中で、信頼できるエコシステムを構築し、 
維持することは可能だろうか。
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トレンド 1

「AI から始める」とは、AI を後付けするのではなく、 
最初から AI ありきで設計することを意味する。

CEO の 4 人 に 3 人 が、 企 業 の 優 位 性 は、
その企業が最も先進的な生成 AI を備えて
いるかどうかで決まると答えている。6 CEO
の 43% が、実際に生成 AI を戦略的な意思
決定に利用していると回答している。また
36% が、生成 AI を業務上の意思決定に活
用していると述べている。7 2024 年には、
こ れ ら の 割 合 は さ ら に 伸 び る と 予 想 さ
れる。

「生成 AI モデルは 
驚嘆と感銘、 
脅威がすべて 
一体となった存在だ」
Gonzalo Gortázar 氏
カイシャバンク（CaixaBank）、CEO

しかし企業の 60% 以上が、いまだに組
織全体にわたる一貫性のある生成 AI へ
のアプローチが取れていない。だが、こ
れこそが、責任と信頼を備えた「AI から
始める」を実現する上で不可欠なステッ
プなのである。8

AI への信頼    |    チームへの信頼    |    データへの信頼    |    オペレーティング・モデルへの信頼    |    パートナーへの信頼

「AI を追加する」から 
「AI から始める」へと変わる

組織が増えている。

出典：CEO decision-making in the age of AI: Act with intention. IBM Institute for Business Value. 2023. 
邦訳「AI 時代の到来で変わる CEO の意思決定 - 明確な意図に基づくアクションが不可欠に -」 
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo

https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo
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CEOs feel pressure to accelerate AI adoption 

取締役会
メンバー

投資家、
債権者、
金融機関

従業員

メディア、
報道関係者

Figure 1
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図 1

CEO は AI 導入を加速させるべきだという 
ステークホルダーからのプレッシャーを感じている

スピードと知恵の 
バランスを取る

「AI から始める」への移行は、人材戦略の
見直しを伴う。しかし当社の調査によると、
CEO の 3 人中 2 人は、AI がもたらす混乱
や避けられない変化に対して、従業員をど
う支援すべきか明確な見解なしに行動を起
こしている。9 また生成 AI が従業員に与え
る潜在的な影響について、調査を行った
CEO は 3 人中 1 人にも満たない。10

それでも AI を導入している企業は、導
入していない企業と比較して、一貫して
高い実績を上げている。11

生成 AI の導入はすでに時代の流れであ
り、導入のさらなる加速を求めるプレッ
シャーも強まっている（図 1 参照）。後
戻りすることはできない。だが 2024 年
に、その流れにブレーキがかからないと
も限らない。ビジネス・リーダーの 72%
が倫理的な懸念があれば、メリットが見
込めたとしても生成 AI の導入を諦める
と回答しており、69% は生成 AI を導入
することで、規制当局から罰金を科され
ることを覚悟している。12

責任を持って AI の導入を進めるために
は、組織とそのリーダーたちは、人間と
しての最良の資質（優れた知恵、高い倫
理観、ステークホルダーへの配慮など）
をもって、道を切り拓いていかなくては
ならない。

AI への信頼    |    チームへの信頼    |    データへの信頼    |    オペレーティング・モデルへの信頼    |    パートナーへの信頼

出典：CEO decision-making in the age of AI: Act with intention. IBM Institute for Business Value. 2023. 
邦訳「AI 時代の到来で変わる CEO の意思決定 - 明確な意図に基づくアクションが不可欠に -」 
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo

以下の各ステークホルダーのグループは、それぞれどの程度、生成 AI の導入を 
減速または加速させるべきだというプレッシャーをかけていますか？

https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo
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アクション・ガイド
「AI から始める」のレンズを通して 

オペレーティング・モデルの設計を見直す。

AI の管理と監督を担う 
役職を設ける

AI の導入に責任を持つ最高 AI 倫理責任者（Chief 
AI Ethics Officer）の役職を設け、AI に関する指導
権限と拒否権を付与する。AI の責任ある利用を促
進する。AI が利用しやすく、信頼、信用できるも
のであることを保証する。開発のライフサイクル全
体にわたり、倫理的な配慮を統合的に組み込む。な
お、一部の企業は、より広範に、AI からデータ、
顧客感情に至るまで、あらゆることに対処するため
に最高信頼責任者（Chief Trust Officer）を経営陣
に加えることを検討している。

AI スキルを IT 部門の外にまで 
拡張する

従業員が最初から生成 AI を受け入れる体制を構築
する。創造性とコミュニケーション・スキルに重点
を置いた、リスキリングとスキルアップを従業員に
促す。強力なデータ・インフラに予算を配分する。
組織全体で透明性を高め、AI 関連の知識を共有す
ることで、AI の潜在能力を最適化する。

AI に関する明瞭なガバナンスと 
教育を導入する

主要ビジネスに AI ガバナンスを統合して、説明が
可能であること、AI モデルにバイアスがないこと、
信頼性が担保されていることを確実にする。従業員
向けに包括的な AI 教育プログラムを実施する。生
成 AI の能力を従業員が十分に活用できるように支
援する。顧客やステークホルダーに対し、どのよう
な場合に AI が応対しているのか、またどのような
場合に AI で能力を拡張した人間が対応をしている
のかを明らかにする。

1 2 3

AI への信頼    |    チームへの信頼    |    データへの信頼    |    オペレーティング・モデルへの信頼    |    パートナーへの信頼
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眠らない同僚の誕生である。2024 年までには、組織のほぼすべての
職種と役職は生成 AI の影響を受けるだろう。2025 年までに、エント
リーレベルの仕事を行う従業員の 77% の仕事は、その役割を変える
と見られており、上級経営幹部の 4 人に 1 人以上にも同様の変化が起
きると見込まれている。13

AI を使わない人は、AI を 
使う人に取って代わられる。

組織の AI 導入が成功するかどうかは、新
しい AI ツールやアプリケーションを組織
が歓迎して受け入れるかどうかにかかって
いる。そのためには、生成 AI を信頼でき
なければならない。

AI ボットは特に新しいものではないが、
2024 年には「同僚」としての AI が急増
すると予想されている。AI ボットは単調
で反復的なタスクに 24 時間体制で取り組
めるため、人間はより価値の高い戦略的な
仕事に集中できるようになる。

創造性（2025 年までで最も価値があると
ビジネス・リーダーが考えるスキル）、細
やかな意思決定、共感といった人間固有の
特性が、これからはさらに重要になるだろ
う。14

今 は 先 行 き が 不 透 明 な も の の、CEO の
87% はそれぞれの仕事の役割は生成 AI に
よって「置き換えられる」のではなく、「拡
張される」と予想している。15

トレンド 2

重要なのは、 
現在でなくても、 
次の雇用主の下で、 
雇用条件に適ったスキルを 
身に付けることである。

AI への信頼    |    チームへの信頼    |    データへの信頼    |    オペレーティング・モデルへの信頼    |    パートナーへの信頼
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65% AIアシスタントを新しいデジタル・チームメイトとして
捉え、協力してシームレスなサービス提供を目指す必要がある

64% 自分自身だけでなく他の従業員も交えながら、
デジタル・アシスタントとのチームワークのスキルを構築
していく必要がある

61% AIアシスタントとチームメイトとして動ける
ように、自社の従業員を訓練していく必要がある

61% デジタル・アシスタントが対処できないような
複雑な問題を扱う新しいスキルを学習していく必要がある

AI を使える従業員の 
影響力はさらに強くなる
AI によって能力が拡張される従業員と置き
換えられる従業員の比率は今後変わる可能
性が高い。生成 AI が急速に成熟するにつれ
て、あらゆるレベルの仕事において、AI の
影響は大きくなり、影響を受ける人の数は
増えていくだろう。例えば、政府機関のリー
ダーの多くが 5 年後には、人間に対するよ
りも AI や自動化に多くの予算を投じること
になると予想している。16

CEO は、今後 3 年間で AI と自動化を導入
する結果、リスキリングが必要な従業員の
割合は４割程度と見込んでいる。17 従業員が
進んでリスキリングを行い、新しい仕事内
容に適応できるかどうかは、そこに信頼が
あるのかどうかによって左右される。大局
的に見て重要なのは、新しい現実の中で従
業員が雇用条件に適ったスキルを身に付け
ることである（それが現在の雇用主の下で
あるのか、まったく異なる環境の下である
のかにかかわらず）。

経営層の 80% 以上は、生成 AI が自社の
ワークフローと従業員の働き方を根本的
に変革するだろうと予想している。18 し
かしそれらを成功に導くためには、従業
員がこの新しい同僚を信頼することが要
になる。そして、彼らから信頼を勝ち取
るためには、AI の基盤モデルの性能だけ
でなく、従業員に対するリスキリングや
研修に力を入れることが大切な要素と
なってくる。

図 2

AI アシスタントとチームを組むことで、 
新たなスキルと働き方を獲得する従業員が増えつつある

AI への信頼    |    チームへの信頼    |    データへの信頼    |    オペレーティング・モデルへの信頼    |    パートナーへの信頼

出典：Q. デジタル労働／ AI アシスタントは、貴社の 2023 年および 2025 年の従業員のスキルにどのような影響を与えるで
しょうか？以下の記述にどの程度同意するかをお答えください（2023 年末まで、「そう思う」＋「強くそう思う」の合計）。

Large full/half page 
graphics
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アクション・ガイド
働き方が大きく転換する時代においても、 
従業員を最優先することを忘れてはいけない。

生成 AI に関するリスキリングを、
従業員の昇進の機会にする

人事部門、IT 部門、その他の主なステークホルダー
から意見を集約して、柔軟なスキリング戦略を策
定する。人間の従業員が担うより高度な仕事と、
ボットが実行するルーチン・タスクをそれぞれ定
義する。それぞれの仕事に沿った主要スキルを特
定した後、生成 AI を使用して、社内トレーニング
や外部リソースを活用した研修プログラムを作成
する。

人を最優先しながらも、 
AI による拡張を取り入れて 
ビジネス・プロセスを再定義する

テクノロジーを活用して、仕事の進め方を分析し、非
効率的な業務やボトルネックを見極める。これらのイ
ンサイト（洞察）に基づいて業務を見直し、デジタル・
ワーカーに任せたほうがよい領域を特定しつつ、意思
決定のプロセスに人間を残す。

現場が自ら自動化可能なタスクを 
提案できる場を用意する

人事においてもデジタル・チャネルを活用し、オープ
ンな意見交換が可能な仕組みを構築する。従業員に単
に発言権を与えるだけでなく、仕事のあり方を変えて
いくかを設計する仲間の一員として従業員を扱う仕組
みを整える。人間と AI が入り交じった労働環境の中
で快適に働ける次世代のリーダーを育てる。

AI への信頼    |    チームへの信頼    |    データへの信頼    |    オペレーティング・モデルへの信頼    |    パートナーへの信頼

1 2 3
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データは組織にとって血液のようなものだ。組織全体のすみずみまで
流れ、戦略、業務上の意思決定、イノベーションを行うための情報を
提供する。

IT 部門だけでなく経営層も 
データを扱うことが 
ますます求められている。

データを信頼することはかつてないほど重
要であり、それはデータそのものの完全性
だけが求められているのではない。組織内
外を縦横無尽に行き来するすべてのデータ
の安全性が保護されていること、そしてそ
こに信頼を置けることも重要なのである。

組織はこれまで常にデータを盗難から守る
必要があった。しかし現在では、組織内外
で移動するデータが汚染されないように保
護する必要もある。

データが引き起こす財務上のリスクは大き
い。信頼できる高品質なデータを大量に蓄
積し、収益化できている企業では、AI 機能

に由来する ROI が、その他の企業と比べ
てほぼ 2 倍だ（9% と 4.8%）。19

このようにデータによるリターンは大き
いがリスクにさらされている以上、デー
タに対する信頼が 2024 年には単なる技
術的な課題ではなく、戦略的に重要なビ
ジネス上の必須事項になると予想される
ことは当然と言える。データ・リネージュ

（データ履歴の可視化）やプロヴェナンス
（来歴）に関する懸念が、生成 AI を導入

する際の障壁になると回答した CEO は全
体の 61% におよぶ。20 また障壁として
データのセキュリティーを挙げた CEO は
57%、データのプライバシーを挙げた
CEO は 45% いた。21

トレンド 3

「意思決定はデータに基づく
べきだと普通は考えるし、 
大方それで問題ない。 
…ただ、そう簡単に 
いかないこともある」
Fernando González 氏
セメックス（Cemex）社、CEO

AI への信頼    |    チームへの信頼    |    データへの信頼    |    オペレーティング・モデルへの信頼    |    パートナーへの信頼

出典：CEO decision-making in the age of AI: Act with intention. IBM Institute for Business Value. 2023. 
邦訳「AI 時代の到来で変わる CEO の意思決定 - 明確な意図に基づくアクションが不可欠に -」 
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo

https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo
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データは信頼できるか？ 
そして何よりも安全か？
一方、操作されたデータの存在も大きな脅
威として浮上している。自社ビジネスに悪
影響を与えるものとして、最も多くの経営
層が挙げたのが「信頼できるユーザーを装っ
たハッカー」であり、二番目に多かったの
が「悪意あるコード」であった。22 攻撃者が
生成 AI ツールにさらに精通し、よりスマー
トなマルウェアを作れるようになれば、こ
れまで以上にリーチが広く、より高速で洗
練された、精度の高い侵入攻撃が行われる
ようになるだろう。

サイバーセキュリティー予算は 2023 年が
2021 年と比べて 51% 増加したのだが、そ
れも特段不思議な話ではない。23 2025 年に
はさらに 43% 増加すると予想されている。24 
信頼できるデータがもたらす価値を実現す
るためには、企業はセキュリティーを重要
な戦略的差別化要因と見なすべきである。

2024 年のネットワークは引き続き、目
まぐるしく移り変わるサービスと境界の
拡散によって特徴づけられるだろう。そ
してデータはそのすべてに流れ続ける。
こうした環境において必要なのはゼロ・
トラストの思考であり、価値を交換する
ごとに認証と検証を実施しなくてはなら
ない。これは、現在の環境において最適
と言える。信頼をオペレーション上のト
ランザクション変数とすることで、エコ
システムのパートナーが、非常に機密性
の高いワークロードやミッション・クリ
ティカルな機能に対応することも可能に
する。25

図 3

先進的な最高データ責任者が、顧客および顧客のデータについて 
前もって自発的に対策を打つケースが増えている

AI への信頼    |    チームへの信頼    |    データへの信頼    |    オペレーティング・モデルへの信頼    |    パートナーへの信頼

Leading CDOs increasingly navigate customers and their data proactively
Figure 3

82% 自社のデータ・プライバシー
および倫理ポリシーの情報を顧客企業に
伝えている

78% 自社のプライバシーと
倫理管理の手法を市場で推進している

54% 自社のデータ・倫理戦略を
定義する際に顧客企業と連携している

37% 顧客が、自分の個人データに
能動的に管理・アクセスできるようにしている

出典：Turning data into value: How top Chief Data Officers deliver outsize results while spending less. 
IBM Institute for Business Value. March 2023. https://ibm.co/c-suite-study-cdo

https://ibm.co/c-suite-study-cdo
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アクション・ガイド
価値実現への最速の道：データを保護し、 
信頼を確立し、意思決定を迅速化する。

セキュリティーに費用をかける
だけでは不十分だということを
認識する

ゼロ・トラストとその先を見据えてセキュリティー
へのアプローチを変革し、組織のあらゆる領域にセ
キュリティーを組み込む。安全で信頼できるデータ
を自社ブランドの主な長所とする。透明性と説明責
任を重視することで、リスクを軽減し、バイアスを
回避する。クリーンなデータの維持や法令遵守のよ
うな日常的なタスクの位置付けを見直し、強力な資
産と捉え、目に見えるエビデンスとエクスペリエン
スによって自社ビジネスを差別化する。

信頼関係を築くことを、すべての
インタラクションの起点とする

サイバー・リスク能力を強化し、サイバー・レジリ
エンスを優先することで、さらなる信頼を育み、ビ
ジネスと人間関係を守る。信頼の獲得や失墜に関わ
る主要なタッチポイントの監視、管理に注力する。
ベスト・プラクティスを提供することで、自社独自
のアプローチを開示し、市場で優位に立つことを目
指す。

全体を見渡し、先を見据える 
ことで、サイバー脅威を阻止する

意思決定、価値の実現を妨げ、信頼構築を阻害する
手続きやガバナンス上の要素に焦点を絞り、自社と
パートナーとの間にある障害を特定する。パート
ナーを評価する際にはセキュリティーに特に注目
し、パートナーのセキュリティー戦略および手順を
定期的に調査する。

AI への信頼    |    チームへの信頼    |    データへの信頼    |    オペレーティング・モデルへの信頼    |    パートナーへの信頼

1 2 3
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企業システムが現環境で耐えなければならないさまざまな衝撃を 
しのぎ、そこからさらに力強く成長していくためには、 
オペレーティング・モデルに柔軟性を持たせることが不可欠だ。

リーダーたちは、信頼できるオペレーティング・
モデルを構築することで、変化し続ける世界を
乗り切る。

ところが、あまりにも多くの経営層が、自社
のオペレーティング・モデルによってかえっ
て制約を受けている。例えば自社の ERP* ソ
リューションは、変化に迅速に対応できるよ
う に 構 成 さ れ て い る と 回 答 し た 経 営 層 は、
55% に 過 ぎ な い。26 さ ら に 31% が 自 社 の
ERP* ソリューションは、混乱に効果的に対応
することが非常に困難、または若干困難であ
ると指摘している。27

政府機関のリーダーたちの 60% が、衝撃的
な出来事（天災、パンデミックなど）が起き
る頻度はこれからますます増えていくだろう
と予想しており、上記の調査結果は決して良

い兆候とは言えない。しかも政府機関のリー
ダーたちの 70% が、そうした衝撃は今度、
さらに強度を増し、影響は拡大するだろう
と予想している。28

経営層は何十年もの間、組織がセンス＆レ
スポンス能力（状況を感知し、それに対応
する能力）を付けることで、混乱を回避し
ようと試みてきた。しかし衝撃を管理して
緩和するテクノロジーの開発は、思ったよ
うには進まなかった。このような中での朗
報は、最近になってようやく、これらの能
力に十分なスピードと洗練さをもたらすテ
クノロジーが現れたことである。これによ
り現在では、ビジネス・システムが衝撃を
受けた場合、それにほぼリアルタイムで対
応できるようになった。

トレンド 4

AI への信頼    |    チームへの信頼    |    データへの信頼    |    オペレーティング・モデルへの信頼    |    パートナーへの信頼

「覚悟を決めて、ある方向に 
踏み出すべきときもあり、 
必要な場合は自分の力を 
信じて道半ばでも方向転換を 
図ることだ」
Roberto Tomasi 氏
アウトストラーデ・イタリア社、CEO

出典：CEO decision-making in the age of AI: Act with intention. IBM Institute for Business Value. 2023. 
邦訳「AI 時代の到来で変わる CEO の意思決定 - 明確な意図に基づくアクションが不可欠に -」 
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo

オペレーティング・モデルは 
壊れないような柔軟性が 
必要である。

https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo
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時代の変化に柔軟に 
対応できるオペレーティ
ング・モデルを構築する
AI やアナリティクスのような高度なテクノ
ロジーを活用すれば、より弾力的なオペレー
ティング・モデルが可能になり、世の中の
変化に合わせて組織を調整し、進化させる
ことができる。

AI モデルをトレーニングして、構造化され
ていない外部データからパターンを抽出し、
内部パターンと組織の管理原則を組み入れ
ることで、組織は衝撃に耐えられるように
なる。さらに重要なのが、これによって、
衝撃がさらに推進を生む手段となり、イノ
ベーションの推進やビジネスの成長を後押
しする点だ。

生成 AI をサプライチェーンに適用した企業
は、すでに成功を収めはじめている。この
事実は、他の企業においても生成 AI を活用
することで、センス＆レスポンス能力を高
められる可能性を示している。

経営層の 81% は、生成 AI の予測能力を活
かせば問題をより早期に発見できるように
なると回答している。29 また 77% は、生成
AI モデルによって地政学的リスクや気候

変動リスクの的確な特定が可能になり、
予防的な対策を迅速に実施できるように
なると回答している。30

2024 年には、生成 AI を使いこなすため
のダッシュボードがさらに洗練されると
見込まれ、増大する一方の衝撃に対する
可視性と対応力が向上すると予想され
る。先進的な CEO は、すでにこの方向に
進んでおり、「自社のダッシュボードは優
れたインサイトを可能にする」と回答し
た割合が、他の CEO の 13 倍以上となっ
ている。31 しかし、多くの企業はまだそこ
までは到達できていない。それぞれの組
織のダッシュボードについて尋ねたとこ
ろ、「ダッシュボードが、組織全体で完全
に統一され、成果に直結し、戦略の中核
となっており、エコシステムと連携でき
ている」と答えた CEO は 6% にとどまっ
た。32 だがこれらの要件は、どれも実現し
なくてはならないことばかりだ。組織全
体でダッシュボードが統一されれば、企
業オペレーティング・モデルの信頼構築
に欠かせない透明性は高まる。

*  ERP は Enterprise Resources Planning（企業資源
計画）の略で、企業経営の基本となる資源要素（会
計、購買、在庫管理、製造、人事、販売）を適切に
分配し、有効活用する計画を意味する。

図 4

CEO に影響を与えてきた外部要因は劇的に変化し続けている

出典：CEO decision-making in the age of AI: Act with intention. IBM Institute for Business Value. 2023. 
邦訳「AI 時代の到来で変わる CEO の意思決定 - 明確な意図に基づくアクションが不可欠に -」 
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo

AI への信頼    |    チームへの信頼    |    データへの信頼    |    オペレーティング・モデルへの信頼    |    パートナーへの信頼

External forces impacting CEO’ s over time
Figure 4
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https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/c-suite-study/ceo
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アクション・ガイド
オペレーティング・モデルに弾力性を組み込む。

組織全体でシナリオ・ 
プランニングを統合して運用する

考えられるシナリオに照らし合わせて業務プロセス
や業務手順をテストする。衝撃的な出来事が起きる
前に、各自の役割と責任、意思決定プロセス、説明
責任の仕組みをパートナーと協力しながら明確化す
る。データを活用したモデリング、AI、その他のツー
ルを使いながら、シナリオ・プランニングとリスク
管理を実行する。

衝撃的な出来事に対処する際は、 
より良い未来に結び付くか 
どうかを基準とする

アジャイルな部門横断型のチームを中心に、アイデ
ア創出、検証、反復作業をスピーディーに実行する
ことで、さらなるイノベーションを進める。データ
戦略と AI を活用し、そうしたイノベーションをビジ
ネス・プロセスに統合することで、成功を大規模に
展開していく。

将来の衝撃に備え、 
新たな軽減策を今のうちに 
構築しておく

事業継続のアプローチを見直し、時代遅れになった
ものに対処する。特に構造的、組織的、文化的な障
壁に今から着目し、次の衝撃的な出来事に遭遇する
前に対策を講じる。

AI への信頼    |    チームへの信頼    |    データへの信頼    |    オペレーティング・モデルへの信頼    |    パートナーへの信頼

1 2 3



2024 年 5つのトレンド：ディープ・テックに求められる深い信頼性 16

エコシステムは、顧客との信頼関係の構築の成否を分ける。

エコシステムは 
もはや戦略の一部ではなく、 
戦略そのものである。

信頼は築くのに何年もかかるが、失うのは
一瞬である。組織が意思決定を行う際、顧
客体験がますます大きな意味を持つように
なってきており、企業に対する信頼は、エ
コシステム全体で判断されてしまうように
なった。脆弱なパートナーが犯す顧客との
たった一度のやり取りの失敗やデータ流出
で、信頼は簡単に破壊されてしまう。だか
らこそ、「信頼できる」エコシステムが競争
上の優位性を獲得するために不可欠である。

2024 年、エコシステムは個々の組織の
寄せ集めから、1 つの目標に向かって進
む一体化された場に進化するだろう。つ
まり目的を共有するバーチャルな集合体
へ移行するのだ。すでに経営層の 69% は、
エコシステムに参加したことで業績が向
上したと回答している。33 また優秀な人材
の重要性はこれまでにないほど高まって
いるが、経営層の 65% がエコシステム
を通じて、より適切で需要の高いスキル
にアクセスできるようになったと回答し
ている。34

トレンド 5

エコシステム・パートナーと 
共同でイノベーションを 
開発するために、共有・統合 
されたテクノロジー能力を 
活用していると答えた企業は、 
10 社中 3 社に満たない。

AI への信頼    |    チームへの信頼    |    データへの信頼    |    オペレーティング・モデルへの信頼    |    パートナーへの信頼

出典：Ecosystems and open innovation: Co-create or stagnate. IBM Institute for Business Value and APQC, 2023. 
https://ibm.co/ecosystems-open-innovation

https://ibm.co/ecosystems-open-innovation
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オープン・ 
イノベーションは 
収益成長と結び付いて 
いる
この進化したエコシステムの特徴は「オー
プン・イノベーション」である。オープン・
イノベーションにより、エコシステムの参
加企業は、人材、アイデア、リソース、テ
クノロジーなどを共有できるようになり、
製品設計からアフター・サポートに至るま
での広大な領域で大きな飛躍を遂げられる
ようになる。オープン・イノベーションを
上手に活用している企業の収益成長率は、
そうでない企業と比べ 59% も高い。35 一般
的な大企業の収益の 10% がオープン・イ
ノベーションに由来していることから、こ
の 59% という数字は、非常に大きな意味
を持つだろう。36

しかしオープン・イノベーションを成功
させるためには、前提として、エコシス
テム全体でデータを自由かつ安全に流通
させなくてはならない。多くの企業はい
まだに自社のデータ・ハウスを整えるの
に苦労している。エコシステム・パート
ナーも同様であり、統合は依然として課
題というのが現状だ。実際、最高データ
責任者の 3 人に 1 人が、パートナーと構
成するエコシステムは複雑すぎると認め
ている。37

図 5

信頼できるパートナーが生み出すマクロ・レベルの効果

AI への信頼    |    チームへの信頼    |    データへの信頼    |    オペレーティング・モデルへの信頼    |    パートナーへの信頼

エコシステムを通じ、
関連度や需要の高いスキルを
利用できるようになった。

エコシステムへの
参加によって、
自社の財務実績が
向上した。

エコシステム・
パートナーとともに、
共有され統合された
テクノロジーを活用し、
イノベーションを
目指している。

How trusted partners can help at a macro level
Figure 5

69%

65%

23%

出典：Augmented work for an automated, AI-driven world.
IBM Institute for Business Value. 2023. 邦訳「自動化と AI が導く「拡張労働力」の世界」https://
www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/report/augmented-workforce

https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/report/augmented-workforce
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/report/augmented-workforce
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アクション・ガイド
エコシステムを、共通の目的を持ったバーチャルな集団として扱う。より大きなイノベーションを 
起こせる適切なパートナーが、そのエコシステム内に存在するかどうかを確認する。

エコシステム内のデータを一元化
し、パートナーシップを安全に 
することで、コラボレーションを 
引き出し、拡大する

エンタープライズ・データ・ファブリックを導入し
て、データへのアクセスをシームレスなものに変え、
エコシステム内での共有能力を強化する。データ・
インフラを統合し、データのサイロ化を解消するこ
とで、エコシステム内のどこからでもデータにアク
セスできるようにする。パートナー間のコミュニ
ケーションやデータ共有の透明性を高め、共に成長
してイノベーションを推進できるようにする。

量よりも質を優先する

パートナーをレビューする際は、自社の目標、文化、
戦略に現在も合致しているかどうかを基準とする。
将来のパートナーについては、エコシステム全体に
利益をもたらす強固な信頼関係を共に築くことがで
きるかを評価する。パートナーに特に求められるの
は、広範な能力やテクノロジーへのアクセスを提供
してくれることである。

変革のための足掛かりとして、 
エコシステムを活用する

イノベーションに必要なスキルを特定して、エコシ
ステム内の適切な人材とどのように連携するかを決
める。オープンな標準に基づき安全なデータ共有を
実現させ、エコシステム内でのコラボレーションと
信頼を醸成する。

AI への信頼    |    チームへの信頼    |    データへの信頼    |    オペレーティング・モデルへの信頼    |    パートナーへの信頼

1 2 3



2024 年 5つのトレンド：ディープ・テックに求められる深い信頼性 19

ここまで取り上げてきたトレンドは、大局
的な流れを捉えたもので、いかなる組織の
事例も挙げずに説明してきた。だが、従業員、
ステークホルダー、顧客、エコシステム・パー
トナーとの間の信頼の構築と維持を重視す
ることは、明日ではなく今日において、取
り組むべき戦略である。

人間の判断に含まれるきめ細やかな配慮が、
ディープ・テックとのバランスを取り、足
りない点を補完している。だからこそ信頼
こそが重要であり、それは今日のビジネス
にとっての貴重な資産なのである。

2024 年は 
信頼を組織全体に 
行きわたらせる 
年である
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